






要約:HBe 抗原陽性の母親から出生し予防処置を行なった児を長期に追跡したが、2才以降

に HBs 抗原陽性のキャリアとなった例は認められなかった。HBs抗原持続陽性が 3.0%、HBc

抗体持続陽性あるい低下後再上昇が 22.1%に認められた。HBe 抗原陰性の母親から出生した

児に予防処置を行った結果では、感染者は認められなかった。最近では、出身地が外国で

ある妊婦が増しており、これらの妊婦に HBs 抗原陽性者が多いことも指摘した。 


